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「
介
護
」
と
聞
い
て
ま
だ
ぴ
ん
と
来
な
い
人
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
社
会
に
本

格
的
に
突
入
し
た
わ
が
国
で
は
、
兄
弟
姉
妹
の
数
が

減
っ
て
お
り
、
働
き
盛
り
の
と
き
に
親
の
介
護
の
問

題
に
直
面
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

定
年
間
近
の
方
で
あ
れ
ば
、
親
だ
け
で
な
く
、
配
偶

者
や
自
分
自
身
の
介
護
に
つ
い
て
も
、
次
第
に
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
の
平
成
24
年
10
月
の
「
介
護
保
険
事

業
状
況
報
告
」
に
よ
る
と
、
介
護
保
険
制
度
で
要
介

護
（
寝
た
き
り
・
認
知
症
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必
要

な
状
態
）・
要
支
援
（
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
状
態
）
の
認
定
者
数
は
、
５
４
８・６
万
人

と
な
っ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
18
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
、
居
室
、
地
域
密
着
、
介

護
予
防
の
各
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
者
合
計
は
４
５
０
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
「
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
（
年
報
）」
に

よ
る
と
、
保
険
給
付
費
の
総
額
は
、
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
12
年
度
の
累
計
３
兆
２
２
９
１
億

円
に
対
し
、
平
成
22
年
度
の
累
計
６
兆
８
３
９
６
億

円
へ
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

親
や
配
偶
者
、
そ
し
て
自
分
自
身
も
含
め
、
介
護

の
問
題
は
い
つ
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
ど
の
よ
う
に
準
備
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

40
歳
以
上
の
国
民
全
員
が
加
入
者
（
被
保
険
者
）

と
な
り
、
高
齢
者
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
た

め
の
仕
組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
国
の
介
護
保

険
制
度
で
す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
り
次
の
２
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

・
65
歳
以
上
＝
第
１
号
被
保
険
者

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
原
因
に
関
係
な
く
、
要
支
援

あ
る
い
は
要
介
護
状
態
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
は
市
区
町
村

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
基
準
額
を
も
と
に
、
本
人
の
所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
転
機
で
役
に
立
つ
、
生
活
設
計
に
お
け
る
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
時
間
を
み
つ
け
て
、
将
来
を

見
据
え
た
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、
突
然
当
事
者
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
介

護
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
お
け
ば
い
い
の
か
、
ま
た
介
護
に
必
要
な
知
識
や
費
用
の 

目
安
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
介
護
に
か
か
る
費
用
】

vol.8

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
は
５
４
０
万
人
強

公
的
介
護
保
険
の
あ
ら
ま
し

※支給限度額は、自治体により若干の違いがある場合があります。

要介護状態区分

要介護度 心体の状態 支給限度額

要介護

要介護1
排泄・入浴・着替えなど身の回りの世話に
部分的な介助が必要な人

165,800円

要介護2
排泄・入浴・着替えなど身の回りの世話に
軽度の介助が必要な人

194,800円

要介護3
排泄・入浴・着替えなど身の回りの世話に
中程度の介助が必要な人

267,500円

要介護4
排泄・入浴・着替えなど身の回りの世話に
全介助が必要な人

306,000円

要介護5 生活の全般にわたり全面的な介助が必要な人 358,500円

要支援

要支援1
基本的な日常生活はほぼ自分でできるが、
支援が必要な人

49,700円

要支援2
要支援1よりわずかに日常生活を行う能
力が低下し、何らかの支援が必要な人

104,000円

非該当（自立） 介護が必要と認められない人 –
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得
や
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
、
年
金
額
に
応

じ
て
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
か
、
市
区
町
村
に

納
付
書
で
支
払
い
ま
す
。

・
40
歳
以
上
64
歳
ま
で
＝
第
２
号
被
保
険
者

　

末
期
が
ん
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
老
化
に
よ
る
特

定
の
病
気
が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
っ

た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
保
険

料
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に
設
定
さ
れ
て

い
る
介
護
保
険
料
率
と
給
与
等
で
決
ま
り
、
健
康
保

険
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
保
険
料
と
と
も
に
医
療

保
険
者
に
納
付
し
ま
す
。

　

さ
て
、
日
常
生
活
で
介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
に
は
、
ま
ず
市
区
町
村
の
窓
口
で
申
請
を
行

い
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
相
談
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
そ
の
プ
ラ
ン
を
も
と
に
在
宅
や
各
施
設
で
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
介
護
保
険
の
支

給
限
度
額
が
決
ま
っ
て
お
り
、
自
己
負
担
額
は
１
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
る
状
況
に
よ
っ
て
は
、
自
宅
の

改
修
費
用
や
、
介
護
保
険
の
適
用
範
囲
外
の
オ
ム
ツ

代
や
介
護
タ
ク
シ
ー
代
な
ど
、
公
的
介
護
保
険
だ
け

で
は
十
分
で
な
い
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

　

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
の
平
成
24
年
度
の
調
査

に
よ
る
と
、
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
が
要
介
護
状
態

と
な
っ
た
場
合
に
必
要
と
考
え
る
初
期
費
用
の
平
均

は
２
６
２
万
円
、
月
々
の
費
用
の
平
均
は
17
・
２
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
介
護
関
連
費
用
を
ま
か
な
う
た
め
に
、

自
助
努
力
と
し
て
民
間
の
保
険
会
社
な
ど
が
用
意
す

る
介
護
保
険
に
加
入
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
し
ょ

う
。
保
険
会
社
に
よ
っ
て
も
内
容
が
異
な
り
ま
す
が
、

保
険
契
約
に
定
め
る
所
定
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
た

場
合
、
一
時
金
や
年
金
が
受
け
取
れ
る
も
の
が
一
般
的

で
す
。
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分
や
家
族
の
現
状
と

保
険
会
社
が
用
意
し
て
い
る
プ
ラ
ン
を
十
分
に
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

　

将
来
の
介
護
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
不
安
ば
か
り

が
募
り
が
ち
で
す
。
で
も
必
要
な
費
用
を
見
通
し
、

利
用
で
き
る
制
度
を
理
解
し
た
上
で
、
自
分
で
も
計

画
的
に
備
え
て
い
け
ば
、
い
た
ず
ら
に
心
配
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
準
備
を
す
る
一
方
で
、
ま
ず
は
健
康
を

心
が
け
生
活
習
慣
病
な
ど
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
市
区
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
主
催

す
る
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域

の
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
隣
近
所
も

含
め
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
助
け

合
い
の
基
盤
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

民
間
介
護
保
険
も
検
討
し
た
い

参考資料：厚生労働省（ＨＰ）、内閣府平成24年版「高齢社会白書」、生命保険文化センター（ＨＰ）　など

将
来
に
備
え
つ
つ
、
健
康
に
留
意
し
、

地
域
と
の
絆
も
深
め
よ
う

要介護 1
　 ～

要介護 5

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

要支援・要介護になる
おそれのある者

認
定
調
査

医
師
の
意
見
書

予
防
給
付

地
域
支
援

事
業

寝たきりや認知症で
介護サービスが必要な方

要介護状態となるおそれがあり
日常生活に支援が必要な方

介
護
給
付

市
町
村
の
窓
口

利
用
者

要

介

護

認

定

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

○施設サービス
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・介護療養型医療施設

○居宅サービス
・訪問介護 ・訪問看護
・通所介護 ・短期入所サービス

など
○地域密着型サービス
・小規模多機能型居宅介護
・夜間対応型訪問介護
・認知症対応型共同生活介護

など

○介護予防サービス
・介護予防通所介護
・介護予防通所リハビリ
・介護予防訪問介護　など
○地域密着型介護予防サービス
・介護予防小規模多機能型
 居宅介護
・介護予防認知症対応型
 共同生活介護         など

○介護予防事業

○市町村の実績に
   応じたサービス

要支援 1
要支援 2

非該当

要介護認定の流れとサービス利用の手続き

要介護状態になったときに必要と考える初期費用

要介護状態になった場合の月々の必要資金

50～
100
万円
未満

50万円
未満

平成24年

100～
200
万円
未満

200～
300
万円
未満

300～
500
万円
未満

500～
1,000
万円
未満

1,000
2,000
万円
未満

2,000
万円
以上

不明

平均
262 万円

（％）

12.5 9.7 26.4 11.2 10.9 10.2 4.8 13.2

1.2

平成24年

5～10
万円
未満

5万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20～25
万円
未満

25～30
万円
未満

30～35
万円
未満

35
万円
以上

不明

平均
17.2万円

（％）

8.9 29.1 10.6 20.3 7.3 4.0 15.6

1.52.8

〈生命保険文化センター「生命保険に関する全国実態調査」／平成24年度〉

〈生命保険文化センター「生命保険に関する全国実態調査」／平成24年度〉
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